
資料１ 

令和５年度実施事業報告及び予定について 

 

●１．亀岡市支えあいまちづくり協働支援金 

採択事業：５事業（詳細別紙一覧のとおり）（資料 1-1） 

１２月１４日 中間報告交流会 開催 （資料 1-2） 

≪今後の予定≫ 

～３月３１日 事業実施 

４月１日 報告書の提出 

４月３０日～５月７日 ガレリアかめおかにて成果報告貼り出し 

５月７日～５月１４日 市役所エントランスホールにて成果報告貼り出し 

  ５月上旬 各事業結果に対する評価・アドバイスを委員の皆様や審査員から 

いただき、団体へ通知します。 

 

●２．ふるさと亀岡まちづくり応援事業 令和５年寄附募集結果 

  令和５年１月１日～１２月３１日まで寄附を募集しました。 

  寄附実績に基づく交付限度額を上限に令和６年度に交付金を交付します。 

  
●３．市民活動推進フォーラムの開催（資料 1-3） 

  ３月２４日ガレリアかめおかにて開催予定。 

 



申
請

団
体

名
実

施
対

象

代
表

者
名

実
施

期
間

か
め

た
ん

レ
ザ

ミ
t
et

o
t
e

亀
岡

市
・

南
丹

市

代
表

川
水

　
有

衣

令
和

5
年

4
月

1
日

～
令

和
6
年

3
月

31
日

青
の

た
す

き

亀
岡

市
青

野
小

学
校

区
（

東
本

梅
町

、
宮

前
町

）
住

民

代
表

藤
田

　
理

恵

令
和

5
年

5
月

1
日

～
令

和
6
年

3
月

31
日

か
め

ま
る

情
報

発
信

基
地

対
象

地
域

：
亀

岡
市

対
象

者
：

亀
岡

市
民

京
都

府
民

会
長

藤
岡

　
美

紀
子

令
和

5
年

4
月

8
日

～
令

和
6
年

3
月

31
日

T
ea

m
 
D
O
 I

T
!
!!

亀
岡

市
民

、
周

辺
市

町
村

住
民

、
J
リ

ー
グ

来
訪

者

代
表

岡
本

　
祐

一

令
和

5
年

5
月

1
日

～
令

和
6
年

3
月

31
日

保
津

・
む

ら
カ

フ
ェ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

保
津

町
を

中
心

に
町

内
・

町
外

の
住

民

代
表

中
野

　
恵

二

令
和

5
年

5
月

5
日

～
令

和
6
年

3
月

31
日

小
計

9
75

,
0
2
0

6
00

,
0
0
0

1
20

,
0
0
0

5
「

竹
切

り
狸

」
の

竹
林

を
考

え
る

・
ぽ

ん
ぽ

こ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

保
津

町
は

昔
か

ら
良

質
な

真
竹

の
産

地
と

し
て

有
名

だ
が

、
利

用
頻

度
が

低
く

な
り

放
置

竹
林

が
景

観
を

悪
く

し
て

い
る

。

①
町

内
の

竹
林

の
現

状
を

竹
材

店
協

力
の

も
と

一
般

参
加

者
も

含
め

て
調

査
し

、
マ

ッ
プ

を
作

成
。

②
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

対
象

の
竹

玩
具

づ
く

り
や

竹
細

工
を

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

竹
林

を
身

近
に

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
同

時
に

食
材

と
し

て
の

利
用

方
法

も
研

究
す

る
。

(
1)

 
実

施
目

標
数

値
竹

林
環

境
の

調
査

研
究

　
5
回

　
各

5名
フ

ァ
ミ

リ
ー

向
け

イ
ベ

ン
ト

　
3
回

　
各

1
0名

ス
タ

ッ
フ

な
ど

に
よ

る
竹

林
整

備
　

2
回

×
各

5
名

(
2)

 
事

業
に

よ
る

変
化

・
成

果
目

標
・

竹
を

生
活

に
活

用
し

て
い

た
時

代
を

学
び

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
生

活
の

素
晴

ら
し

さ
を

知
り

、
意

識
が

変
わ

り
、

環
境

に
対

す
る

問
題

意
識

が
生

ま
れ

る
。

・
竹

林
整

備
に

よ
り

景
観

が
改

善
し

、
郷

土
愛

を
持

つ
き

っ
か

け
に

な
る

。

1
59

,
0
0
0

1
15

,
0
0
0

4
Z
E
N
SH

I
N
!
ム

ラ
サ

キ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

高
齢

化
が

進
み

、
若

い
世

代
が

都
市

部
に

流
出

し
、

耕
作

放
棄

地
が

目
立

ち
始

め
て

お
り

、
こ

の
流

れ
を

止
め

る
た

め
に

は
若

い
人

た
ち

が
愛

着
や

誇
り

を
持

て
る

何
か

が
必

要
。

①
横

断
幕

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
02

3
　

サ
ッ

カ
ー

の
試

合
で

目
に

す
る

応
援

横
断

幕
を

掲
げ

、
ス

タ
ジ

ア
ム

へ
の

興
味

喚
起

や
盛

上
げ

気
運

の
高

揚
を

目
指

す
。

　
寄

せ
書

き
等

を
載

せ
た

横
断

幕
を

作
成

し
、

繋
が

り
を

創
出

す
る

。
②

ム
ラ

サ
キ

ガ
ー

デ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
02

3
　

　
旧

ス
タ

ジ
ア

ム
建

設
予

定
地

の
畑

で
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
ア

ー
ト

を
実

施
。

昨
年

度
の

球
根

は
掘

り
起

こ
し

て
市

内
各

所
に

配
布

。
夏

に
は

向
日

葵
を

開
花

さ
せ

話
題

づ
く

り
を

す
る

。
③

パ
ー

プ
ル

ス
イ

ー
ツ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
02

3
　

親
子

向
け

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

ム
ラ

サ
キ

サ
ツ

マ
イ

モ
を

植
付

け
か

ら
収

穫
ま

で
行

い
、

焼
芋

イ
ベ

ン
ト

や
市

内
の

洋
菓

子
店

の
材

料
に

活
用

す
る

。

(
1)

 
実

施
目

標
数

値
イ

ベ
ン

ト
7
回

　
各

参
加

者
　

1
5
〜

20
名

程
度

イ
ベ

ン
ト

以
外

の
有

志
に

よ
る

畑
整

備
　

5回
（

草
刈

り
、

す
き

込
み

な
ど

）

(
2)

 
事

業
に

よ
る

変
化

・
成

果
目

標
・

亀
岡

へ
の

想
い

を
持

っ
た

人
が

増
え

て
、

人
が

「
集

ま
る

」
「

帰
っ

て
き

た
い

」
ま

ち
に

変
わ

る
。

・
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

・
ス

タ
ッ

フ
が

、
同

じ
想

い
を

も
つ

こ
と

で
つ

な
が

り
、

新
た

な
も

の
が

創
出

さ
れ

る
。

2
59

,
0
0
0

3
ス

タ
ジ

ア
ム

を
核

と
す

る
亀

岡
活

性
化

事
業

京
都

府
民

に
と

っ
て

大
切

な
地

域
資

源
で

あ
る

「
サ

ン
ガ

ス
タ

ジ
ア

ム
by

K
Y
OC

E
R
A
」

の
膝

元
で

あ
り

な
が

ら
亀

岡
市

民
と

ス
タ

ジ
ア

ム
の

心
理

的
距

離
が

大
き

く
、

来
場

し
た

こ
と

の
無

い
人

も
多

い
た

め
ス

タ
ジ

ア
ム

内
に

情
報

発
信

拠
点

づ
く

り
（

ラ
ジ

オ
放

送
）

を
目

指
し

た
活

動
を

展
開

す
る

。

①
情

報
発

信
拠

点
設

立
に

向
け

た
勉

強
会

の
実

施
　

先
進

事
例

の
検

証
／

活
性

化
と

情
報

発
信

の
相

乗
効

果
の

検
証

　
／

活
動

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

設
立

に
向

け
た

勉
強

会
の

実
施

②
情

報
発

信
の

基
礎

と
な

る
亀

岡
の

魅
力

再
発

見
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
農

産
物

や
食

・
食

文
化

に
つ

い
て

学
ぶ

活
動

／
観

光
に

つ
い

て
学

ぶ
活

動

(
1)

実
施

目
標

数
値

勉
強

会
3
回

　
各

1
5
名

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

2
回

　
各

3
0
名

(
2)

事
業

に
よ

る
変

化
・

成
果

等
・

設
立

を
目

指
す

、
「

か
め

ま
る

情
報

発
信

基
地

」
の

活
動

の
目

的
や

方
向

性
を

市
民

・
府

民
に

周
知

す
る

こ
と

で
、

ス
タ

ジ
ア

ム
の

地
域

資
源

と
し

て
の

理
解

と
愛

着
を

育
む

。

1
50

,
0
0
0

9
7
,
0
00

1
18

,
0
0
0

2
06

,
4
6
0

1
50

,
0
0
0

2
00

,
5
6
0

2
星

空
映

画
館

＆
星

空
観

察
会

R6
.
3
に

地
域

の
小

学
校

が
閉

校
に

な
る

こ
と

に
よ

り
、

校
区

だ
っ

た
2自

治
会

の
住

民
が

一
緒

に
活

動
す

る
枠

組
み

が
な

く
な

り
、

小
学

校
を

中
心

と
し

た
文

化
が

な
く

な
っ

て
し

ま
う

。
ま

た
閉

校
後

の
跡

地
利

用
に

つ
い

て
も

今
後

課
題

と
な

る
。

こ
の

2町
を

「
あ

お
の

地
区

」
と

呼
び

、
盛

り
上

げ
る

活
動

の
中

で
、

小
学

校
跡

地
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

で
人

を
繋

ぎ
、

跡
地

活
用

の
先

例
を

つ
く

る
。

R6
.
3
で

閉
校

と
な

る
小

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

、
児

童
保

護
者

に
も

運
営

参
加

を
呼

び
か

け
、

野
外

映
画

上
映

、
屋

台
の

出
店

、
星

空
観

察
会

を
行

う
。

(
1)

実
施

目
標

数
値

イ
ベ

ン
ト

1
回

　
参

加
者

1
2
0名

運
営

側
新

規
参

加
者

目
標

　
子

ど
も

5
名

、
大

人
5名

(
2)

事
業

に
よ

る
変

化
・

成
果

等
・

親
子

や
住

民
に

思
い

出
が

で
き

る
。

・
住

民
参

加
の

取
組

が
あ

る
魅

力
あ

る
地

域
と

い
う

こ
と

が
地

域
内

外
へ

発
信

さ
れ

る
。

・
今

後
の

小
学

校
跡

地
利

用
の

先
進

例
お

よ
び

議
論

が
起

こ
る

契
機

と
な

る
。

1
マ

マ
の

輪
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・
子

育
て

世
帯

へ
向

け
た

イ
ベ

ン
ト

や
催

し
が

少
な

く
、

他
の

家
族

と
の

交
流

が
生

ま
れ

に
く

い
。

・
共

働
き

世
帯

の
増

加
に

よ
り

ワ
ン

オ
ペ

育
児

に
疲

弊
し

、
周

囲
と

子
育

て
に

関
し

て
共

有
で

き
な

い
「

孤
独

育
児

（
孤

育
て

）
」

の
現

状
が

あ
る

。

①
生

後
6ヶ

月
、

1
年

前
後

の
子

ど
も

を
対

象
に

し
た

「
バ

ー
ス

デ
ー

イ
ベ

ン
ト

」
の

開
催

。
②

妊
婦

を
対

象
に

し
た

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
出

産
に

関
す

る
勉

強
会

、
参

加
者

同
士

の
交

流
会

を
行

う
、

「
ウ

ェ
ル

カ
ム

ベ
ビ

ー
パ

ー
テ

ィ
ー

」
の

開
催

。
③

歩
き

出
し

た
こ

ど
も

を
対

象
に

親
子

で
体

を
動

か
し

親
子

の
絆

を
深

め
る

「
バ

ブ
リ

ン
ピ

ッ
ク

」
の

開
催

。
④

親
子

向
け

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
親

の
息

抜
き

の
た

め
の

マ
ル

シ
ェ

を
行

う
、

「
ク

リ
ス

マ
ス

イ
ベ

ン
ト

」
の

開
催

⑤
子

育
て

関
係

情
報

誌
「

t
et

o
te

」
の

発
行

(
1)

 
実

施
目

標
数

値
　

①
4
回

、
各

1
6組

／
②

4
回

、
各

5
組

／
③

2回
、

各
1
0組

／
④

1
回

、
4
0
組

／
　

⑤
年

2
回

発
行

、
各

1,
0
0
0部

(
2)

 
事

業
に

よ
る

変
化

・
成

果
目

標
　

・
社

会
と

の
つ

な
が

り
が

希
薄

に
な

り
が

ち
な

母
親

が
、

同
じ

子
育

て
中

の
母

親
た

ち
が

主
催

す
る

事
業

に
関

わ
る

こ
と

で
社

会
復

帰
の

後
押

し
と

な
る

。
　

・
主

催
者

（
同

じ
子

育
て

中
の

母
親

た
ち

）
の

姿
に

勇
気

と
元

気
を

も
ら

い
、

信
頼

関
係

が
で

き
る

。
　

・
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

孤
独

育
児

か
ら

脱
却

す
る

。
　

・
イ

ベ
ン

ト
を

通
し

て
、

他
の

子
育

て
支

援
団

体
や

行
政

、
企

業
に

興
味

を
持

ち
、

相
談

先
等

の
選

択
肢

が
広

が
る

。
　

・
子

育
て

イ
ベ

ン
ト

が
多

数
開

催
さ

れ
る

都
市

と
し

て
市

外
か

ら
の

関
心

が
高

ま
り

、
来

訪
者

が
増

加
す

る
。

令
和

５
年

度
は

じ
め

て
の

ま
ち

づ
く

り
活

動
応

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
亀

岡
市

支
え

あ
い

ま
ち

づ
く

り
協

働
支

援
金

）
申

請
事

業
概

要
一

覧

Ｎ
Ｏ

申
請

事
業

名
設

定
課

題
(地

域
課

題
)

事
業

内
容

目
標

総
事

業
費

（
円

）
交

付
決

定
額

（
円

）



 

日時： 令和 5 年 12 月 14 日( 木) 午後 3 時～4 時 30 分 

場所： 市役所地下 1 階 開かれたアト リ エ 

出席者： 青のたすき 、 Team DO I T! ! ! 、 保津・ むら カ フ ェ プロジェ ク ト 、  

かめまる情報発信基地 

まちづく り 協働推進委員会( 田畑、 田部、 京谷) 、  

事務局( 香川、 西村)  

 欠席： かめたんレ ザミ t et ot e（ 事前に情報提供を受け、 事務局から 報告）  

 

１  事務局から 趣旨説明 

中間報告・ 交流会の趣旨説明 

 

２  各団体から の活動の経過報告 

各団体から 報告 

 

３  意見交流 

 

◆参加者から の意見・ 感想 

【 青のたすき に対する意見】  

 ○仲間を 一本釣り ではなく 公募で集めたこ と は、素敵だと 思っ た。まさ し く 、

まちづく り に必要な手法であるので、 こ れから も 続けてほし い。  

 

【 Team DO I T! ! !  に対する意見】  

○紫カ フ ェ は、 常設のカ フ ェ か、 イ ベント 用のカ フ ェ どちら か。  

   →単発で行っ ている。  

 

○今年は、 大学生も 企画を さ れているこ と を お聞き し たがどう か。  

→京都府「 学生×地域つながる未来プロジェ ク ト 」 で地域活動の体験をし  

ても ら う ため 2 名の大学生に参加し ても ら っ ている。 大学生たちにも  

一緒に活動し ても ら い、収穫でき たも のを持ち帰っ ても ら おう と 思っ て 

いる。  

ムラ サキカ フ ェ は夏場は紫芋が収穫でき たので、紫ポテト を作っ た。今

回は、 さ つまいも があるので、 それを使っ て企画を考えており 、 ２ ・ ３

月に実施する予定である。  

 



【 保津・ むら カ フ ェ プロジェ ク ト に対する意見】  

○私は妖怪が好き なので、 活動を 注視し ている。 亀岡には、 妖怪が 5 種類いる

ので、 横のつながり で村おこ し ができ ればよいと 思う 。 ( つるべおと し 「 曽

我部」、 そろ ばん小僧「 西別院」、 髪結び猫「 西別院」 など)  

 

○竹林散歩をさ れているが距離と 時間はどれぐ ら いか 

   →時間は 1 時間ぐ ら いであるが、 ずっ と 歩いているわけではない。 説明

を 受ける場所はいく つかあり 、 全体で 1 時間ぐ ら い。  

 

○かめまる情報発信基地も 健康体操なども し ているので、健康でコ ラ ボでき た

ら と 思う 。  

 

○他のＮ Ｐ Ｏ が保津町のマッ プを作成さ れているが、それを見ると 色々と 見ど

こ ろ があり 、 １ 時間は苦ではないと 思う 。  

 

○青のたすき も 東本梅・ 本梅・ 宮前町を中心にし た生活情報紙を 作成し 、 ホー

ムページに掲載さ れている。  

 

【 かめまる情報発信基地に対する意見】  

○フ ィ ールド ワーク の実施は市民に公募をさ れたのか。  

   →そのと おり  

○公募はどのよう にさ れたのか。  

  →チラ シの配布、 市の広報誌やホームページに掲載。  

 

○活動自体に意味を 持っ ていると 思っ ている。スタ ジアムに意識があっ てスタ

ート し ているが、 こ の活動自体スタ ジアムを 意識し なく ても 良いと 思う 。  

   →スタ ジアム内にコ ミ ュ ニティ 放送を 作っ て、 地域の情報発信を 行っ た

り 、 亀岡の農産物・ 食などの情報提供を する。  

 

○コ ミ ュ ニティ 放送にはこ だわればよ いが、 スタ ジアムはプラ スαの部分に 

なると 思う 。 事業名で「 スタ ジアムを核と する」 と 付けてし まう と 、 スタ ジ

アムでなければなら なく なる。 し かし 、 活動の成果はも っ と 広いため、 損を

し ている感じ がするから 、見直さ れたら 良いと 思う 。見直し のき っ かけと し

て事業内容をロジッ ク モデルで物を考えればよいかと 思う 。  

 

○それぞれの団体が地域の情報をまと めておら れるので、それを「 かめまる情

報発信基地」 が発信さ れれば、 また地域がどんどん育っ ていく と 思う 。  

 



○放送は始めら れているのか。  

   →まだである。 サンガスタ ジアム内で探し ていると こ ろ である。  

 

○イ ベント をさ れた内容を ホームページなどに掲載さ れているのか？ 

   →ホームページに掲載し ている。  

 

○「 こ んなこ と が面白かっ たよ」 と か、 イ ンタ ーネッ ト ラ ジオなどでお話さ れ

ている内容をホームページに載せれば情報発信でき るのではと 思う 。  

→こ の間、11 月 20 日に出雲大神宮で行っ た研修会の告知を 三条カ フ ェ で 

放送し たら 、 それを 聴いた方( 京北町) が参加いただいた。  

 

○ラ ジオ出演さ れたと いう こ と だが、 ネッ ト で聴けるのか? 

→録音さ れた CDはも ら っ たが、 ネッ ト では聴けない。  

 

○著作権も あるので、 三条カ フ ェ にかめまる情報発信基地のホームページに 

 掲載し ても 良いか確認し たら どう か。  

 

○Team DO I T! ! ! の活動でも 地域の TV局が取材にき て、 録画さ れたも のを い

ただく が、広めるなと 言われているので、結局も ら っ ても どう し よう も ない。 

 

◆事務局から 各団体に質問 

 SNSやホームページなどでイ ベント の告知を さ れて、人を 集めるこ と を目指し

ておら れるが、情報発信の方法は色々あり 、どのよう なこ と に気を 付けてさ れて

いるかお聞き し たい。  

 

【 青のたすき の回答】  

HP、 イ ンスタ グラ ム、 Facebook を し ているが、 人を 集めたいと き 、 集めたく

ないと き で使い分けている。地域の中で周知し たいと き はチラ シを 配り 、こ のよ

う な活動を し たと いう のを ネッ ト に載せていく こ と を 今は重視し ている 。 ネッ

ト は、 青のたすき の活動を 知っ ても ら う こ と を 大事にし ている。  

ローカ ルだと チラ シの方が効果はある。SNS も フ ォ ロワーを 増やし て流せば来

てく れると 思う 。  

今は、チラ シをメ イ ンにし て、も う 少し 参加者が欲し いと き はネッ ト を使う よ

う にし 、 報告の方を 頑張っ てネッ ト に流し ている状況である。  

自分のためにも 、その都度ネッ ト に流し ておく と 、報告書を 作ると き にも 役立

つため、 活動状況を 頑張っ て流し ている。  

 

 



【 Team DO I T の回答】  

ホームページは持っ ていない。 Facebook と イ ンスタ と X を メ イ ンに使っ てい

る。また、 新聞社に売り 込んだり 、市に依頼し てホームページなどに載せても ら

っ ている。  

し かし 、自力だけで発信し たら どう かを今試し ていると こ ろ だが、限ら れた方

が参加し ている状況である。なかなか集客につながら ないのが現実であり 、どの

よう に発信すれば人が集まるのか試行錯誤で行っ ている状況である。  

  

○新聞によく 掲載さ れているが新聞社自ら 来ら れるのか?また、 ZTV の取材は

何がき っ かけなのか? 

   →新聞は、記者にお願いするこ と も あるし 、自ら 来ら れるこ と も ある。ZTV

は、 市のホームページを見て来ら れている。  

 

【 保津・ むら カ フ ェ プロジェ ク ト の回答】  

自治会にお願いを し て回覧板を回し ている。団体のホームページはなく 、個人

のイ ンスタ と Facebook を 使っ ている。 Facebook のイ ベント 案内は、 ある程度効

果がある。  

新聞は自ら 来ら れるこ と はなく 、 こ ちら から お願いをし ている。  

また、 竹き り 狸に興味をお持ちの方は LI NE に登録いただき 案内を 送ろ う と 考

えている。 現在、 竹き り 狸の「 ポンポコ フ レンズ」 を募集し ており 、 4 名の登録

がある。 こ ちら は無料で内容はまだないが、 こ れから 広げていく 。  

こ れから 、 有料で「 ポンポコ フ ァ ミ リ ー」 を 作っ ていこ う と 構想を 練っ ている

が、 具体的にはまだ考えら れていない。  

 

【 かめまる情報発信基地の回答】  

情報発信は会の一員である吉中先生がほと んど行っ ている。年配の方は SNSが

見れなかっ たり するので、 そう いう 方を 集めて SNS の使い方を勉強し よう と 考

えている。 私自身はアナログにチラ シの配布をし ているが、 口コ ミ で 10 人ほど

集めている。事業を 行っ た後にアンケート を実施し ているが、次も 参加し たいと

の回答が大半である。 こ の様な方たちを どう 取り 込んでいこ う か考えている。  

会員全員が歩く 広告塔になっ て広めていく 。  

 

○出雲大神宮で行われた事業に、 高齢の参加者がおら れ、 退職後、 京都の通信

の大学に通っ ておら れ、スク ーリ ングでたまに京都に来ら れているみたいで、

図書館でチラ シを 見ら れて、かめまる情報発信基地の事業に参加さ れていた。

一人で京都を巡るこ と がないので、 一度行っ てみよう と 参加さ れたよう だ。 

関東在住の見ず知ら ずの人と つながるこ と も あるのだと 思っ た。 SNSがメ イ

ンになっ てき ていると こ ろ も あるが、 チラ シも 有効であると 感じ た。 何が正



解と かではなく タ ーゲッ ト によっ ては使い分けも 大切である。  

ラ ジオを 始めら れたら 、こ こ におら れる方の情報を いち早く 多く の方に伝え

ていただけたら と 思う 。  

 

○広報の基本的な考え方と し て、 SNSは使えばよいと 思う が、 ローカ ルで出会

っ て SNS につなげる やり 方、 右肩上がり に増えるやり 方の方が向いている

と 思う 。少し ずつ顧客リ スト が増えていく イ メ ージで、アプローチでき る先

が年々増えていく 感じ がよいと 思う 。SNS がフ ァ ースト タ ッ チで増えていく

都市部みたいには、 こ こ では無理があると 思う 。  

 

○LI NE の話があっ たが、 京都市社協で関わっ たプロジェ ク ト があり 、 LI NE の

使い方講座を地域の住民向けに開催し た。 目的は LI NE の使い方ではなく 、

ネタ で寄せておき 、 本当の目的である防災関係の LI NE グループに登録し て

も ら う よう に仕向けた。 そう すれば、 参加者全員が LI NE グループに登録さ

れ、 どんどん増やし ていけるため、 大変効果的であっ た。 今の活動と は一見

関係なさ そう な取り 組みで寄せておいて、登録を 増やす方法も あり だと 思う 。 

 

◆参加者から の要望 

【 保津・ むら カ フ ェ プロジェ ク ト 】  

○保津の竹き り 狸が住んでいそう な竹藪の近く に行けば、 スマホから 竹き り 狸

が出すと いう 竹を 切る音が鳴ると いっ た仕組みをぜひ考えてほし い。  

保津町は随所に看板があり QR コ ード も 付いているのでそれを読み込めば音が

鳴るよう な仕掛けを 期待し ている。  

 

【 Team DO I T】  

○サンガスタ ジアムの 3 階廊下から チュ ーリ ッ プアート を 行う 畑がぎり ぎり

見えそう だと 思う ので、 廊下に足マーク を付けて、 Team doi t の活動し てい

る畑はあちら みたいな案内を し てほし い。知ら ない人たちにも 引き 込めると

思う 。  

   →畑は見えそう で見えないよう なと こ ろ にある。  

 

○直接見えなく ても 、 あちら に Team DOI T! ! が活動し ている畑がある PR をさ

れてはどう かと 思う 。  

 

 

○来年度の活動のための資金はどう さ れるのか。  

   →何年も 補助金を 受けている のでそこ にはも う 頼れない。 ど のよ う に調

達するかは考え中である。  



○市民活動推進センタ ーに相談に行く など外部への相談はし ているのか。  

相談を スタ ート さ せて考える時期に来ていると 思う 。  

 

４  事務局から 今後の事務手続き 等についての説明・ 質疑応答( 事務局)  

分から ないこ と があれば、市民力推進課で相談を受けているので、早めに相談

を し てほし い。  

 

○報告書の書き 方は、 市民活動推進センタ ーでも 相談にのっ ても ら えるのか。 

→ガレリ アかめおかの 3 階に市民活動センタ ーがあるので、そこ でも 相談

に乗る。 少し のこ と でも いいので、 申請書と セッ ト で関係書類を持参い

ただければと 思う 。  

 

 







開始年 申請団体名 代表者名 申請事業名 登録希望期間 事業目的・ 概要
初年度寄附

　 目標額（ 円）

R4 Angel Smi l e21
代表

服部　 貴博

障がい児・ 者と 健常者の
交流を深め社会生活への
自立を支援する場づく り

令和４ 年～
令和６ 年

（ 目的）
ダウン症児・ 者と 保護者が心身に健康で幸せな生活を願う と と も に保育・ 教育なら びに福祉の増
進をはかるこ と を目的と する。
（ 事業概要）
・ 勉強会および相談会　 年1回、 ・ 保護者交流会による悩み相談　 適時、
・ 健常者と の農業体験を通じ ての交流　 年2回、 ・ 行政・ 教育関係者や関係機関と の意見交換会
年1回

283, 000

R4 く ら し ゴト Labo
代表

多胡　 麻衣
コ ンポスト で地域と 資源の

循環計画
令和４ 年～
令和６ 年

（ 目的）
家庭ででた生ごみをコ ンポスト を使っ て処理するこ と で可燃ごみの量を減ら し ていく 。 亀岡なら
ではのコ ンポスト を作るこ と でチャ レンジし やすい環境を作る。 またコ ンポスト →畑→直売所と
いっ たコ ミ ュ ニティ コ ンポスト を作るこ と で地域も 循環。 コ ンポスト の情報共有で横の繋がり を
作る。 子供たちにも 早い時期から 興味や理解を深めても ら う 。
（ 事業概要）
親子コ ンポスト 教室。 夏／冬のコ ンポスト 講座。
コ ンポスト モニタ ー。 使いやすい段ボールコ ンポスト の開発

215, 000

R4
特定非営利活動法人

NPO亀岡人権交流センタ ー
理事長

杜　 恵美子
かめおか未来キッ ズ応援事業

ーこ ども 平和食堂ー
令和４ 年～
令和６ 年

（ 目的）
世界のこ ども と 女性、 避難民や難民の方々と 亀岡を亀岡の農産物を通し てつなぐ 。 戦争や虐待、
差別や暴力で傷ついた経験をも つ人と 支えになり たい市民を市内の観光資源を通し てつなぐ 。
（ 事業概要）
環境と 平和に配慮し たエアーキッ チンの実施のための企画・ 準備、 ト ラ ウマや多文化に配慮し た
ツアーの実施のための企画、 準備。

429, 000

R5
特定非営利活動法人

障害･高齢者就労支援センタ ー
 理事長

熊本　 眞知子
椎茸スナッ ク 生産計画

令和５ 年～
令和７ 年

（ 目的）
高齢化で農業離れが起こ っ ている地域の課題を、 障害者と 共に高齢者でも できる農業の6次化を
目指す。
（ 事業概要）
椎茸スナッ ク の加工をはじ める準備
地域に呼びかけを開始し 、 と も に生産する方を募集
令和６ 年度に試食会の開催（ 夢コ スモス園ブースにて数種類の椎茸スナッ ク 試食会開催）
令和７ 年度にイ ベント 開催　 （ 例年桂川イ オンで行われる農福連携マルシェ にブース出展、 夢コ
スモス園にブース出展）
今後、 地域マルシェ などで継続的な販売

480, 000

R4
一般社団法人

育ちと つながり の家ちと せ
代表理事

石田　 千穂

不登校・ 引きこ も り ・ 発達障害等の
困り のある子及びその兄弟たちへの

支援活動の充実と その社会啓発

令和４ 年～
令和６ 年

（ 目的）
①生きづら さ を抱える人（ 不登校・ 引きこ も り ・ 発達障害等の困り ） に対し て、 学習サポート だ
けでなく 社会生活に必要なスキル、 コ ミ ュ ニケーショ ンスキル、 周囲と 関わり 合う スキル等を地
道に積み上げていく 必要性を社会に知っ ても ら う こ と 。
②生きづら さ を抱える人の家族も 疲弊し てし まう こ と 、 兄弟たちに目を向けるよう な状態になり
づら いを社会に知っ ても ら う 。 直接彼ら のニーズを満たす支援を実施するこ と で、 家族全体をサ
ポート する。
（ 事業概要）
スク ールに通う 子ども たちに支援員を増員し 支援機会を掴みと り 、 子ども に必要な支援、 関わり
や環境を提供するこ と で成長を促す。 利用者全員の状態や気持ちの変化のアンケート 調査を行
い、 事業の有効性を示すと と も に、 社会啓発につなげる。
スタ ッ フ が兄弟に関わる環境を作り 保護者と 共に彼ら のニーズを満たし 、 尊厳を保ち生きていく
こ と を保障する。

1, 000, 000

R5
特定非営利活動法人

亀岡人と 自然のネッ ト ワーク
代表理事
上田　 稔

亀岡に棲むアユモド キなど希少生物の
普及啓発事業

令和５ 年～
令和７ 年

（ 目的）
亀岡市は関西の大都市圏と 隣接し ながら も 多様で希少な生き物が数
多く 生息し ており 、 その頂点にいるのがアユモド キの存在と 言える。 多様な生き物の存在と 魅力
について普及啓発活動を行い、 自然と の共生を担う 人材育成の契機と し 、 ひいてはSDGｓ の目標
「 陸の豊かさ も 守ろう 」 実現に資する。
（ 事業概要）
① 生き物紹介パネルの作成･･･アユモド キなど希少生物を紹介する
パネルを作成し 、 学校や公共施設などで展示する。
② HP から の情報発信･･･親し みやすい絵や図などを交えた情報発
信で普及啓発活動を行う 。

150, 000

R4
特定非営利活動法人
プロジェ ク ト 保津川

代表理事
原田　 禎夫

保津川の環境保全と
地域文化の伝承

令和４ 年～
令和６ 年

（ 目的）
様々な取組にも 関わら ず、 依然大きな課題と なっ ている河川環境の保全に対し 、 事業を通じ て自
分事と し て考える人が増え、 環境保全や伝統文化の伝承に幅広い市民や企業、 行政がかかわるよ
う になるこ と を目指す。
（ 事業概要）
保津川および支流域でのク リ ーン作戦。 保津川筏復活プロジェ ク ト 。 河川ごみ調査。 市内小中学
校での環境教育や川の文化を体験するイ ベント の開催。 手作り 環境フ ェ スティ バルの開催。

715, 000

令和５ 年ふる さ と 亀岡まち づく り 応援交付金　 登録申請団体一覧表


